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4 認識 J{ ひ;;~IJ 定
概念ステイトメント















































損益計算書については r稼得利益および包括利益計算書J (statement 








務における純利益(income) に類以しているという O それは現在の期間純
利益に関するほとんどすべての事項を含み， この概念に基づく損益計算3
"statement of earnings n は現在の損益計算書代incomestatement"とほ
とんど同じものとなる。現在の実務は純利益 (netincome)に関して多様
な用誌を受け入れている。当審議会としても "earnings"の名称として
"net income" ， "profit" ， "net 10ss" ，またその他同等の用語が財務諸表










収 主 100 100 
Y! 用 80 80 
臨時的利得 (3) (3) 
経常的営業利益 23 23 
非経常的損失
ゴf:経常的利益区分 10 10 
非経常的損失区分 12 2 12 2 
臨時的項目前利益 21 
および会計原日IJの変化の効果前利益 21 
臨時的損失 6 6 
会計原則の変化に伴う過年度の累積効果 2 8 
稼得利益 15 































まれる項目を「利得および損失J(gain and 10ss) の用語を用い，稼得
利益から除かれ包括利益に含められる項目については「累積的修正項目J
Ccumulative accounting adjustments) および「その他の持分区分にお
ける非所有主持分の変動項目J (other nonowner change in equity) と
(17) 
いう用語を用いるとする D かくて， rステイトメント」は稼得利益と包括利
(18) 
益との関係をつぎのように表示している O
+収 益 100 + 稼 得利益 15 
-s: 用 80 一呆7占的修正項目 2 
十手IJ qrJ. 3 
-担 失 8 +その非他所持有分主に持おける 分 l 
=稼得手Jj irt 15 =包括利益 14 
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所有主による投資及びそれへの分配計算書 (statementof investments 
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舎の 6つが一つの財務諸表体系 (afullset of financial statements)とし
て財務報告目的に貢献するとされるのである O
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